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思春期特発性脊柱側彎症に対する装具療法

例の追跡調査と装具終了時期の検討
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A Follow-up Study of the Cases of Adolescent 
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A series of 267 patients with adolescent idiopathic scoliosis were investigated to

know the effectiveness of brace treatment, the timing of brace removal and the causes

of dropout, and following conclusions were drawn.

1. The incidence of worsening of curvature in cases in which brace treatment was

completed or had to be switehed to operative treatment was 19.9S¥, which

was significantly less than 47.8% in dropout cases who wore brace for less

than 6 months (p<0.005), leading to the conclusion that brace treatment

was effective for adolescent idiopathic scoliosis.

2. Brace can be removed in cases in which more than one year elapsed after

menarche, or growth of height in the preceding one year is less thantwo

centimeters, because the incidence of worsening of curvature over 10 degrees is

0.7* or 1.396 in such cases.

3. Feeling of compression with a brace and shyness for bad looking seemed

important factors of dropout, therefore psychological approach has to be

sufficiently taken into consideration in treating scoliotic patients.
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1. は じ め に

思春期特発性側噂症に対する装具療法は広く行なわれ.

学校検診銅像漁をこよる早期発見がなされることをこよりそ

a)蚤資性は噌Lている.しかし 装具療法の対象となる

軽度顔麿症が臓真髄過が十分に解明されておらず賢COmtTE崩

smldyを欠くため,側萄£73進行防止に対する装具の治

療効果は必ずLも明確でない,棚方や装具療法例の蓄積

二十.I∴..ll',十二㌦三､11】･りい川11操il､旦1.日 皇 ､例t詳 r-l.

融mspect豆veにみれば装具が不繁であった例が意外をこ

多いこともわか-Jlてきた称装具療法が思春期U)多感な小

畑-1j･,::_-,:車冊､的.精神'J;こ打頼言十十∵∴､ハ､:~∴杜

農療法が有効であるとしても苧そ殿期間を最小限に抑え,

鷹番の負担を少なくすることが濃紫と思われる.

そこで,装具療法を施した例を遺跡調査することによ

亘 -某冊告..1十一吊佃 ,-勘L-/･_･持鉦ト＼＼馴用.〔lmtWLlt

の原胃を検討することが本論文U)目的である.

Il. 症例の概要と方法

l･t.症例の概要 ('1､ahllLI)

われわれは,思春期特発性額幡症のうち,250以上の

･銀星麿を堅する私殿ですR豆sserS豆搭nや経過観察中研削肇

渡の変化か㌃っ,きざJに側肇が進行すると思われる例をこ対

して装具療法を開始し 況息sseTSi琵nがWになると装具

翻夜間装着を行った練歩装農を除去してきた.

調査対象は昭和朝輝かだ)醐年までに装具療法を行った

思春期糖発性酬墜症の358例のうち,男26例才女 2射 例 か

らなる267例である.この調査症例の憂薫 訳 は , 1) 装 具 療

法を終了して且年以上経過 を 観 察 し得 た 肇 且1例 , 女 322

例からなるま33例 (装具終了群),2)装具療法から手術

をこ移行した男3例,女15例からなる18例 (手術移行群う,

3)装具療法の途中で dropoutLた男12軌 亙ま鋼例か

らなるu6例 相和pout群うで,いずれも肇磯の成長を

完了Lている.Dmpouも例は軍装農療法中に且年以上

治療を中断Lた例と定義した.

Dmpmも例が)うち直接検診できたものは59例であり芦

このうち装具装着期間が6カ月以内の男鴇軌 女ま9例か

らなる23例を ｢早期 戊r叩Ouも群Jと呼び,装着期間が

6カ月を越える男5例,女3通例からなるこき6例を r後期

dTOPOut群｣とした,装具終了後1年虹上経過観察を

行ない得なか-｡た26軌 装具療法の途中で転医Lた5軌

手術例で装具装着期間が6射召以内の9軌 および?現

在も装具療法を継続Lている51俄 計91例は対象かFJ,外

iE'j_.使｣ij某iい昭畑ご1.1十十'~言＼lil＼＼.こlL山 ､ヽtl'r!卜.Iも1m'=

乳 57年以後は大阪医大型が主体であさpj予調教例におい

二言.＼1iL＼＼.LlukH､町牛1:庸二帖1.1ミい引川1里･卜と了■､両

区I了〕川1(1し､!-こ1rm畑が1日榔 ~岬､､∴畑J∴ 八日＼＼.こIllkH-､

型は矯MJE力に優れるが外観が悪く予B鵬とom型は外観は

良いが胸椎側琴に∴対する矯正力がない.大阪医大型の外

観はMi転aL洩ee型よりは良く声胸腔側噂に対Lても

矯正某痛言ある.

Ii,検討方法

装具終了群予手術移行群 , お よ び , 直 接 検 診 L 得 た

dr嘩Ouも群の側 哲 度 を 立 位 で 撮 影 し た X 線 脊 椎 前 後 像

-~二二:~し'いt,卜 古 ~ i ･一冊 鳥 三上 裳 即 冊 で廿 亨. tlい い川 _lt 目上

装 具 終 了 時 の 各 時 点 か ら 調 査 時 蜜 で (手 術 移 行 群 で 接 衝

直 前 悪 で う o鳩 糖 度 の 変 化 を 検 討 項 巨銅 こ応 じ て 比 較 L た -

評 価 方 法 は 側 噂 度 が 且が 以 上 の 減 少 を 改 善 ア ± 9 0以 内

を 不 変 予 lOo最 上 の 増 加 を 悪 化 と L た p

Tilblぐ l i_､こlトー､ト 両 ＼･t､ゝHLT.llt､Li

ド M 書 鵬 1

tota盲 rーも.量m ber こ)fcaSeS ∵11. 26 ぎ 2餌∵

com Pleは d braCe treatm ent 122 JH i33

ト≠ 汁LthL.J tい いいt}TLlttVい け H ltⅢ い=十 且5 3 3.1

か (欄 ou.t caSeS :iO4 且2 i H.6

転 11owed 50 9 i 59

州 r亘 りトいいい目t L:Tいいい 川 葦4 享 23を

血 e d.ropouを 琵F-OuP 31 5 36
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111. 結 果

t.装具終了群もしくは装具治療中での手術移行

群

装具療法の有効性を検討するために,装具療法終了の

133例と手酷に移行した18例を合わせた計ま51例を調査し

た一装具開始時の年令は10才-J且6才且0カ月,平均且3才3

カ月であった.

a) 装具開始時から調査時までの側噂度の変化 (野豆夢中

且)

装具開始時の側零度別にみると

(1)開始時鶴橋 度が290以下の群

58例の開始 時 の年 齢 は平均13才 4 動 乱 側 萄 渡 は 平 均

コ5.-汁 _コ.T'∵＼ 調 餌 ､臣 ､仁丹コ7.7十 7.trlTj予い･l平 均 1'∴ミ

±8,00増 加 して い た , 改善は 3例 声 不 変 は 嶺9軌 悪 化

は 6例 で あ った早

くが 開始 時 側 確 度 が 30′-390の 群

53例 の 開始 時 の 年齢 は平均13才 7 カ B , 側 確 度 は 平 均

(it15

十91T-1増加巨こし､/∴ 改LIY宗;鳥 例.il針 Ll刑 ∴ 旦宜

は9例であった.

廿 閲蛤的側巧乾が･1げ守1､巨澗

･1岬りし冊相子時し11Jli-･齢言 1ゝ･半jl二才 ~1両 ,fj. 側 空 日工 .㌣ 半 里

･15.9土5∴トで.調査時言平 均 :'l.tう十 1･.1.(< l~､ -∴ f;､ 十 十

悪化は且5例であ った .

1;T'1例仝f本ハ ∴-∴∴ 芭性 例 ∴晶 1粧 1tL 宮 言 古 ∴ ･J∴

巨 悪 侶 姉 p.･八 ､て

30例 の 悪 化 例 の うち , 装 具 装 着 車 の 悪 化 例 は 且離 乳 装

具 装 着 率 か E3終 了後 に か け て の 悪 化 例 は 9 軌 装 具 終 了

後 翻 意 化 例 は 3例 で あ っ た.

旧 装 具 装 着 車 の 悪 化 例 ぼ 豊野 や 望)

ユ8例 を 装 具 開 始 時 の 側 零度 別 に み る と 声 調 o i:i 下 野 で

汁 -'押 伸 l 臥 二引十工 甘 群て 言 ip)封 押 上 l 乱 ･1日 ､､- ･19 附

で は 29例 率 5 軌 50,-590群 で は il例 率 3 例 で あ り , 開

始 時 側 噂 渡 が 大 き 招 £るにつ れ て 悪 化 頻 度 も 高 く な っ て

l､lけtlTLtH･tl.
nLthllt､imt,
nrhr.wf:I

nlり-1iE､ilti=-1 川 I廿Oい､1l 川 い ､h nlW ･.l

UtL!lLall

lMMh (･r

い け St,lltJtl (1f l､aSt)r:

:1t:ll.(;tlS

(5,12T■(,)
qt】t､aヾ t-.T;

川 Ll.!1tl,)

('lLl.lStチS

(lO .:IE,I;,)

r)iliraSeS

15lr､:tsr･S

H 11:i :i()

Fig.I Fint･-1lrpsult･(_)fthe (,asps with cL(川IT)lpte(1I)t･ヱlrtモtrel1tm P11t

th(,tilneOft-ril(teI-1pPli(､llti(111.
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剤の遺跡謂轟と装殿終了時鞠の検討

し､上.

潮 装具終了嫌の濃化例

3例殿うち,2例は装具終了時側萄度がそれぞれ且80

および彪Oであったが装具の受容状況が窓か-〕たため､

装具を除去した例であった.装具終了前の年間身長増加

はそれ,ぞれ 7cm と 凄.鹿m であり,終了時期が畢すぎ

たと思われた.残る1例は装具療法開始時の側噂度が390

で,威最終了を確認しき装具を除去Lた時点では磯Ooで

あったが9その後諾隼問で620にまで悪化した例です悪

化の原蹄は不明であるR

潮 装具装着車か臣)終了後をこかけての悪化例

9例の装具療法開始時から調査時濠での額麿 魔g)増加

度の増狛 裳2-80であり,100以上の増加例はなかった.

し､.- rTf帰一-辛.･守二り卿卓上〔tl'iLr.3､1

手術はァ側確度が進行して劉o以上となった例や予初

診時に50O以上の側雫を星し なおき進行する例をこ対し

て行なった∴手術Lた且8例の術直前の側確度は50-Wヨo

であり,装具終了群と手術移行群の15且例をこ占める害膜

は鉦 9%にあたるセ装具開始時側密度別が)手術例の頻度

言二臓 .卜日､一耶-･二~:Llll伸半3靴 110--･19｡l群-.こ翌朝 申5例,

｢‖natrHIP.al=げt.impuf
lけaげ aP【11it､atMn 川I(､hanRPll

697

.L-1け~L,H､トトⅧト告ヱ11伸 卜l瀬畑ご:I-･ト､上.

2. I)ropoIJt群の側讐度の変化について (Fit,.i)

軌 32A%であったサこのうち6カ月息浅内しか装農を装

着しなかつた畢闘 魂TOPのut欝と6カ月を越えて装農を

装著した後期 dTOPOuも群殿側琴度の変化を検討 した_

こiLl 早期 tlr''い''ul肝

rLTl群吊 ‡日､~~1:-i?3伊吊 辛 (1†叩 いut触 Ii岬 い 川.メ

oい(-予､た:,:､∴トロ1<開始年令言1(け 1-!]f巨ィ､1(け 1'-!]FJ?.

平均且3才2カ月であり穿調査時年令は,摘才8カ月から

3漫才3カ月声平均旦9才であった卓装具開始から調査時ま

での経過期間は2年7カ月か机 9乳 平均5年9カ月で

あった.装具装着期間はいずれ導誹 れ胃以内で,その内

訳は掘れ用が且例, 5カ月が3例,装具完成とともに

dmいい目!上 軒′∴ト某具を弘子‖ ･!∴卜 ,たい牛 津咽

であった｡装具開始時から調査時までの償晒 度の変化を

装具開始時の側萄度鮮紅 みると

侶 装具開始時儲曙噂度が290以下の群

12例の装具開始時の年令は平均且2渚9れ招き蘭橋 渡は

平均Li∴汁 -;.～〕:~増加して十 -I'+.卜針吊 例∴酎 廿と丁刑

い=･Sf)nt,ll

5L､aSt〕S
(41.7{)A./,)

(-7al車.Iけ叩()LIT
LC'HIot叩

7(･ases
(5R.3L/ll,)

m
(47.日tJ6) lateLIt･OいOHt､

gl､(丁目ll

2IJ
(80.fけ.'i)

7

(l!1.4t,Y.)

dilri(lp(1intoLlgroupsWit.htht､gmdeoftheeurvaturtl;1ttht.ユ
ー..imt10rbr(Tlet,llPl-1i(.ationnn(ifhlalI-(､Sllltof36cLIlS(､S(llassi-

fip(itolヱltedr(.)pollt.group.
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t∴夢､㌔.}･∴

(2)装具開始時側確度が灘--39mの群

u例の装具開始時の年齢は平均ま3才7カ月欝側噂渡は

･‖j上i二工3十王L'､∴ 調榊右.い仁畑i･I.コpllL'.一1㌧工fこ､:),

平均汲9埜ま上記O増加Lていた.不変が7例,悪化は4

hl総則(h.')い川11附

/o離こあたる.

こ刷町 1弘即;.j蛤;巨T~吊 l(‖ノLtl･り日付 ､̀ト日.1(川 .fl.辛

丹1二日ノl~･F]jj~･こ,(1rいい目=1時年令言11†･!卜JJJ上付､､ltミ

までの期間は9カ月から3年呂射∃9平均 丑年Sカ針で

L~ト ＼,rJ.調榊､1斗 合し王■.1･1トトロ1畑､､L'3-上 ､卜墨汁T才ト

i()十日.･■.1行いl)川11..㍉∴調在巨′し日脚 ;持主. II巨'jll,

8年4カ札 平均3年息力男であった中装具開始時側確

度は且9-460,平均 3且.8±7.30で,調査時顔橋 渡は19

:i. nroT)Out時または装具終了時の成長の指標と

その後の側零度の変化との関係

早期 (汗川〕日日TL桔 梗削 (行目い川.jl耶∴虻闇号丁群LT)

計192例を対象 と した.DT叩()ut時点あるいは装具終日ア

時点におけ る頼 観からの経過 期間,過 去 1年間の身藻噌

鮎 沢豆sse㌃si琵m などが繍転機 と も浸丁叩 Oti嘗 また は装 最終

ア時点から調査時までの髄腔喜度が)変イUjと殿関係 を調 べた.

十左上 t'-lklIJ3Llr('t)I)ul附 .i･.某 闇 等召r7't'パー十,,(lrいい目=1

または装具終 ア時の側肇度が装具 開始時 よ り屯改善 され

ており,調査時をこ再び濃化 を了こいた例 で は装 具 開始時 か

f-,調佃 吊-_:r~し冊 腔洩 ハ■lUL∵再l侶 ･用 い ,I- ･:li'iLr.{)1.

このような例では装具によ り---一時的をこ償rj噂 が改 善 浮れ て

いたと考えられ,dr弼)Ouを時点あるいは装 具 終 ア時 点

からの額fj肇度の変化を用いることは不適当で あ ると思 わ

れたためであるも

a) 初潮から dr岬約ut時 または終了時までの期 間 と

額幡 度U)変化 曙主監由6)

凍項目では男子例と初潮の記録6F〕ない7例を除いた165

例を対象としたゲ

初潮以前の例では,8例中5例,62.5%が悪化した.

初潮以後ではき悪化例は157例中5楓,3血2%であった丘

初潮後1年払り虹を経過した且37例で悪化したのは且餓 0.7

%にすぎなかった.

att,Ile I.imt_Tor

llrotlt)Lli

りl､

H )mlllfチt.edhfLa(二･tさい･eat.nlt7日t.

small

I:itq-I5 し｢h;lntICLOf(,urlllhlr(-IOrtht､(･1､L''tH1r叩P(-(I
(川tOr･ or th(､(､'lSeSu･ith'､川1-1両小(i
tIrIlL､(､trtlatlllLm1.

Not(1:r･)爪 ,l･… t･tl(_lfi,urVこl日日,i-flm(lt-;lt

I-;lr(I一l＼･＼,ithth;~lt;lttht･ stllrt LIf hTl.･lL､L､
tr…=llP-1ttl(げ ttlt,Hl)いt･OI汀 it･ltt, I-＼･こlllト
.･ltionot､hr;lL,(1 lr(lJltrH ､11t.

b) Dr叩Out前また は 終 了 前 護 ･附 間 の 身 長 増 加 と 額び

空Tき巨 ､旦1ト llliiir.7､

審項目では身最 に --つい て 記 鍵 が)な い 櫓 例 を 除 い た 188

例 を対 象 と Lた 事

1年 間 の身 長 増 加 が 息cm 甘 下 捌 33例 で は 悪 化 例 は

な く, これ を含 めや 2cm 以 下 捌 49例 年＼ 悪 化 鮎 よ 2軌

L3% にす ぎなか った心 身 最 増 加 が 2cm を 越 え て い た 39

例 で は且4例 ,35.9% が悪 化 し て い た れ

C) mr｡pou七時 また は終 ヂ時 の 量モisser s哀醒m と 額幡

度 の変 化 (野壷監中座)

392例 を対 象 と Lた.

濃 化例 の 占め る割 合 は声民主ssc㌘ Ei 最 下 で は 29例 中 hfa

仇 11.LIL一日.Ⅰ晶 … ITV -日出 (帖 坤巨 T軌 ti.(.'1(.∵ ∴ ･∴

7品 Pゝr'V ∴ !-:-旦7木二桝言 }∴･J!･･上.

i･ I)ml州LJt群 にお り る drolJt_HJtの 原 因 の 調 査

a) 装具の穫餅と dr叩Out との開 榛

へ･1il＼＼･'rlulく什 型二言1:r,Li佃 棉潮 .･11.'.TO｡上 し‖1(ltll-こけ111

塾ではm 例率51軌 鯨 9%'が か叩Outしており,両

者に著しい差はなかった.

b) 装具開始から dmpoutまでの期間
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装具開始とと鮎をこ_drわpoutLていた.33観 28A%は,

以上の装具装着後に drC聯Ouもしていた,

'･t けりい川11〔1)千十 ､､FiLr.!卜

洩0軌 鋼 .5%が中学 3年時に 誠㌻叩OutL 鯉の学隼

に比べて覇藩をこ高率であった.高校生で dr叩OutLた

23例殿うち2相例は高校入学とと緑IこNdropoutLていた.

Ll,聴町F･._■＼∵L(汗'.いい目tL111,理由【､Tahltli:I;

蔽接検診や電話によをつ予約例の鵡ropout例か琵J緩 m

理由を聴取できた.1例で複数銅理由をあげた例鮎あるや

装具をこ原因があったものと,装具以外の原因による私の

虻嘉男臓れ 前著は37例ありヲ後者は32例あ1-3た中段鮎

多くみ琵)れた鮎のぼ装県が窮屈という理由で26例あ-A,たか

洗いで外観が悪いという動由で且0例あ-)た申受験という

町t亘言丹巨_乍′.､.再シ畑こ.L∴

Il'.考 察

今回の調登結果かにjま)装具療法が〕効%･予2ラ装具終

N o () I LJ r (.り = 州 t r LI S II S

～L-;th 7t.h t川t 11日1 10-12th J'li･購町判･jir.こう!･L行いt,OtltL叫7,J囚;Il-~､｣､再iILir､jLl(･∴

srll()OIp.rnLlt､ 1.装具療法の効果の検討

i/ifl-.9 SrhooIETV.こ1(:lt､iltth(,dropotlt･. ′FLT),糾iJ1-等'!j二射‖畔早昌｣十i∵､流壇上 Lミ1日ut1t2■HLlう



嘩山:思春期特発性管柱側轡症に対する装鼻療法
例の追跡謂激と装殿終了時期の検討

Tablt,2 し'こttlSL､htlr(1rOr)し-Lll

Mil＼＼-こltlk什 1f;L(-).某代で HI111上L-､し11fl州t川l型装具.本拓

では允阪医大式装具,などの開発をこより夢装具療法が藻,

体となり苧手術をこ至る例が減少するなどずその効果転-

鰹に認められつつある,しかし,最近では予学校検診の

普及により革帯した経過観察例の多くが非進行性であり,

蜜た,装具療法中に 戎EVjPOutした例で側噂が進行 しな

い鮎のが少なくないことをこ気付くようになった.装具療

法o)普及に貢献したと思われる Pomseも豆転の緒告では背

側篭,特に胸椎額臓 は進行性であるとされているが,硬

蛋)a)症例の平均側零度は櫛.20でありまIl,装具療法の対

象ときれる20-400の側穫例の comtTOlとする闘 孟無

理がある.一方,軽度側爾例の自然経過については

Loと頂S首融m の報告があるが即,装具療法の適応となる角

度に至った例に対 しては装具療法が行なわれているため,

装具U)対象となる程度の側萄例の白鷹経過はみていなも､血

すなわち要償幡 症の装具療法はき治療対象群の自然経過

が不明の澄ま普及 Lて来た鮎殿でありヲその効果は未だ

確窯に証明されているとはいえない.治療の対象が思春

期の撃濃であり,年余をこわたる治療が患児に与える肉体

的予約神的免租を考慮すると,装県の効澱の有無を再検

討する意義は尭きい私のと思われるA Lかし声装具療法

の対象となる程度の側萄度をもつ例をLrf)いて白熱経過を

観察することは,窯貯上,藤めて困難である野そこでわ

701

畑巨費上土.〔ir(W日日1.例;I-_肴卜lL,∴畑十追跡調査十 て､

ことをこより,それらの転帰を装具治療例殿それと比較 し

た･とりわけ, 6カ月以内の装具療法は本庄の経.過をこ殆

ど影響 しないと考えられるため苧装具開始後転カ月以内

経過をこ近いものとみなしてよいと思われる.

装具終了群と手術移行群を合わせた151例U)悪化頻度

言1県 10(言 ふ約.装!描弼吉崎側巧,度鮎 ･一浬;lL粧虹 ∴ 二三～ト

o(I.~LT:tIl'iL,.卜 閲好叫イiil的 りi:那,ド:二_L:ト群ほ.工 悪侶蟻

幾f_r▲伏小一 ∴ ･-:,tj-.早期 (h-t'日日1肝']二i例Ll).E酎 卜槻吐

群の問をこ有意差を認めた.装具終了群と手術移行欝をこお

いて,装具装着車03悪化濁度は装鼎開始時側確度が漉き

くなるをこ-3れて高くなり,特をこ装具開始時側確度がSOo

l､L､L('1例で嵩't2.;.OL)ヰ工針 目 てい上しt-1itr.lil.また,

手術をこ至った頻度は装具開始時側噂慶が390以下の群で

;:yl?.T̀1(､でか -漉.Jfjl･.;10-.甘 ■i:rl群でIpT.i)00.5(1号L巨~〕

肝て言90.90(､て予卜､上 tFig.31_

以上の結果から,装具療法は思春期特発性脊柱側噂症

の進行防止をこ有効と判断された｡そして声その効果は,
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側密度が小さい時期をこ開始した時に漉きくヲ額惰度が大

きくなるにつれて装具療紋に抵抗する頻度が轟くなるこ

とか毘),学期発鼠 早期治療が厳密であることが示され

た.これは,古賀が報告した学校検診語)の有用性と7そ

の必要性を確認する鮎のといえる舟Lかし,500以上の

側萄例では,手術に移行せざるを得ない例が多くァ本法

の限界を示す鮎のと考える｡

2.装具終了判定についての検討

装農療法の適応があるとLたが声結果として腎期赦mpC)ut

肝ミ∴ -＼;!∵一一号-)し'-lr,:.さ∴tい守机帖lrいい川_lt粧'､L<い.叫トーT

言旦∵十,j･･[詔:工 十 ､.'-こドiLr.Lll.桂 一~:..一帖一日'判

に装農療法が続けられてい餌ぎゃそれらの大多数例をこ対

して ove鵬yeaもmemtをしていたことになさ,39この頻度

は看過できないや装具の牽黍の判定をこ用いる獅子をこつい

てはヲ現施設に対せるアンケ-ト調登の結殿を高橋が報

誓している格)†それをこよれば装具の終~節を決める因子は,

第1をこ側哲郎進行がう有髄で,2番目は夢殿の伸びであを畑

も年間の身段の者郎ガがOcm となってかどJ終了とする施

てから6カ月後をこ終アとする施設が半数であった.女子

では初潮からa〕経過年数が3年以上をこなると終了とする

施設が約 1/3あった.LかL R豆SseTSign,初潮,身

濃増加などが封溌長沼予を装具の終門ぎj定に用いる場合の

基準をこ〆､申てぼ轡臓かをこされていないため,これらの閏

;llI(iベトー､t..<iLTll

況呈sserが側噂の進行は密栓威段の終了とと私に停止

し 脊柱の成長は腸骨骨端鱗の全段出現とと屯に長生まる

と報告して以来5),当惑科を含めて多くの施設では腐骨肇や

端格が全長出現するR豆sserW の時点で装具療法を終

てから机5甘且%rが汀3以上遊行すると報整したのをはじ

めとして6),陀isserrVとな-〕てから転倒啓は遊行する

という報告は少なくない7)邑)93且83,このため昇殿近では

R豆sseTV となってかぎブ装具を終了するという緒告も少

なくない9盲目)幣 挺娩例ではR豆sserW の時点で装具

終了または dro脚uもLた例をこおける悪化頗度は6ォ6%

であった書数多い側噂愚者で7%近い濃化頻度は低いも

のではないと考える.一見 民意sseTyとなった例では

悪化例はなく,RisserVは装具を不要とするめやすと

なるヰしかし,RisseTⅣ からⅤになるまでの期間,-つ

まりタ腸骨骨端核が全長出現してから癒合するまでの期

間をこr)いては手段豆sseTは2--･3年5㌔urbani魂 は男が

2年芦激は2.6年6㌔陳は6-ノ7年としており湧3),この

期間は験して短い転び)ではない.自検例では RisserW

の愚者の90%以上が濃化 していないことを考えるとすこ

れに)の患者に 鞘sserV となるまで装具を続けること

には問題があると思われる.

b) 初潮か較職 級適期閣

初潮以前をこ診断された側準例は進行する例が多いとす

るものと14),初潮は側噂の進行予頚臓 指標とならない

とするものがある遷2号.われわれの調査結果では初潮最

前の例でを£応諾書5%が悪化 しており,初潮損後では濃化の

頻度は急に減少 し 初潮かSH 年以上を経過 した例では

なに〉ぼ才経過観察に移行 してよいと考える.

t､1 I;‖廿ト､廿日什加

身最増加の大きい例では側増産の増悪簡閲があるとす

る鮎のやわ),身長増加瑚 尤況を装具除去の時期を決める

1日j∵ニトニート .ニートIL,:).T∴いて､11■1コ.いい_いい ㌦鮎十･:

は9身最増加が年間 諾ml以下の例での悪化の頻度は且や3

%庭すぎなか-〕たことか鍔), 1年間の身炭増加が 2cm

以下となったら経過観察 に移行 してよいと考えられる.

以上をまとめるとき装農終了の判定には RisseTS融l

よりも初潮からの経過期間と年間の身凝増加がより着欄

であることがわかった.初潮後 昔年以 ヒ終適例澄たは年

間の身長増加が 2cm 以下の例では装具の夜間装着澄た

は経過観察-移行 Lてよいと思われる.また,装具未装

着の患者で,この状態に達 している例に対 しては直ちに

装具療法を開始する必賓はないと考え,る.もちろん,こ

うした指標虻より装具を終了して私,なお,ごく少数銅

例は悪化することがあると思われる.決 してそのような

例を無視するわ酢 ごはないが,こうした少数例のためをこ

大多数の例をこ対 して年余をこわたる ()veTtreaもmemtが行

われること殿弊害と,翻肇が若干進行 して屯,殆どの例

では巨閥 生活上の支障は少なか ことを考えると予これ訪う

の国子を装具終了のめやすとすることは妥当と思われる,

ただし 装具終了後も,少数ながだ)悪化例のあることを

配慮し 夜間装着など部分的装着期間をおき,経過観察

を忠臣通 必要があることはむちろんであるサまたヲ装具

の終了時某鋸こついてはタより多数例で装具終 ア時の側零

度および cuFve田淵 eT円 転含めた総合的な検討が今後

必要と思われる.

3.()rot)OtJtの僚因

装具療法例の dmmr)utの頻度は諸家鵜緒掌㌻によれば

息竣-35%であるj2)15316)]7)18､号91j20㌔ 装具の御 rjの 血℃pouも

の頻度をこついて,司馬らほ男子の 取捌waukee塑装具

装着例に高いとし首9Fl,菊地E-)は Mi抽aukee型装具と



中山:思春期特発性脊柱側轡症に対する装累療法
例の追跡調査と装殿終ア時期の検討

t_ltlttLrilI111里弘出-_千言なし､十的･浩 巨:ト-:丁-1t"＼当村.11二..

言:闘仲j中llLV･',;u.二i二∴･lL-O享 (lt･L'いい目tL 某町｢月明りLP~'

内訳ではMi且waukee型装具で15締陣伍衡 undeTm

型装具では111例中5且例あり,両者をこ著しい叢はなかっ

いった精神的な問題桝や社会的心理的要因17)が指摘さ

恒二~巨工 当事十こ=し､l(lnll-し-LllL､-理由Ll.巨∵言.酢.i上1-琴

が最転多く,次いで外観が多かっ虹 進学U)前後に頻度

が高か-｡たことは7受験という射､レスだけでなく,節

たな環動 こ克っていく時をこ,装具華厳に対する菱恥心が

強く働いたためかもしれない.圧迫矯正が装具療法殿基

本的作用機序である以 とこ予装具装着に搾なう窮屈さとい

う問題はいかなる装具で鮎避け得ず,資たヲ養恥心や受

験などの心理約号社会的因子が解決されていないた粧

装具の穫餅を変えても dr岬Outの頻度が減少しなかっ

たと思われる廿装具療法の適応となる患児をこ対しては充

分な心理的 aP節maChが必賓であると考える,

1∴ む す び

思春期特発性脊柱側琴症glニ装具療法を施 Lた267例を

追跡調査しき以下の結果を得た中

上 装具終了群と装具から手術へ移行した群を絵合し

た悪化頻度は19ゥ9%や他方,装具療法の適応とされたが

dmpoutしき6射ヨを越えては装具を装着しなか-〕た

群の悪化頻度は47藩%でありき両者間闘 ま0,5%u下の

危険率で表意の差があったので思春期特発性脊柱翻萄症

に対せる装具療法は有効と判断C=%わた｡-方,崩r亡きPOut

群の高率に悪化を認めなかったことからラ現在の装具療

法の適用はかなりな oveTtreatmemtを含むことが判明

上'∴

2. 初潮から丑年以上経過例の悪化願渡は軋7%,i

にすぎなかったので,初潮後 i隼以上経過例芦または,

年間の身長増加が 2cm 以 frの例では装具療法を終了し,

経過観察-移行してよく,装具菜装着の患者では装具療

法を直ちに開始する必要はないと思われた,ただし,蕊

;･-LJtrFAil.':1,u･∴ 弘闇冬日廿叫帖■里日号 汗 し､lけ＼･t,.t';-11い:･11

私含めた総合的検討が必費であろう.

3¢ 装具装着時o)圧迫感と,その装着時の外観などの

心理的要因が dmpouもの原因と考えられたので,これ

に対Lて充分な心理的 appTOaehを賓することがわかっ

た.

縞を終えるをこあたり,懇切なる御指導,御校閲を

勝った恩師田島達也教授に深甚なる感謝の意を表わ

7し)こう

します.また,直接の御指導を頂きました高欄栄明

助教授および本研究に御協力いただきました教室の

脊柱額rj萄症研究≡紅の諸兄をごり厚く感謝いたLます叶
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